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第３８号
平成２１年

１０月２０日

鹿児島県立

鹿 屋 高 等 学 校

主
な
行
事
予
定

一
〇
月

一
九
日
（
月
）
宅
習
時
間
調
査［

～
二
五
日
］

二
二
日
（
木
）
生
徒
総
会

〃

県
音
楽
教
育
研
究
大
会

［

］

～
二
三
日

二
三
日
（
金
）
一
斉
読
書

二
四
日
（
土
）
三
星
道
場
⑦
（
一
・
二
年
）

〃

地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
交
流
会

（
大
隅
ア
リ
ー
ナ
）

二
八
日
（
水
）
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
実
施

二
九
日
（
木
）
実
力
考
査
［
～
三
〇
日
］

三
〇
日
（
金
）
進
路
講
演
会
（
一
・
二
年
）

〃

学
年
・
学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ

（

）

一
・
二
年

三
一
日
（
土
）
進
研
記
述
模
試
（
一
年
）

〃

進
研
記
述
模
試
（
二
年
）

［
～
一
一
月
一
日
］

一
一
月一

日
（
日

「
か
ご
し
ま
の
教
育
」
県
民

）
週
間
［
～
七
日
］

四
日
（
水
）
芸
術
鑑
賞
会

五
日
（
木
）
公
開
授
業
②
・
授
業
参
観

六
日
（
金
）
三
星
塾

七
日
（
土
）
三
星
道
場
⑧
（
一
・
二
年
）

八
日
（
日
）
進
研
駿
台
マ
ー
ク
模
試

（
三
年

［
～
九
日
］

）

一
〇
日
（
火
）
教
育
講
演
会

三
星
道
場
⑨
（
一
・
二
年
）

一
四
日
（
土
）

一
五
日
（
日
）
英
語
検
定
二
次

一
七
日
（
火
）
修
学
旅
行
（
二
年
）

［
～
二
〇
日
］

一
八
日
（
水
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
旅
行

一
九
日
（
木
）
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
三
年
）

二
〇
日
（
金
）
野
外
実
習
（
一
年
）

〃

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
実
施

二
一
日
（
土
）
代
ゼ
ミ
マ
ー
ク
模
試

（

）［

］

三
年

～
二
二
日

二
七
日
（
金
）
期
末
考
査
［
～
二
日
］

※

都
合
に
よ
り
変
更
・
追
加
の
場
合
あ
り
。
詳

細
は
学
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
分
た
ち
が
で
き
る
地
域
貢
献

二
年
生
全
員
に
よ
る
地
域
へ
の
清
掃
奉
仕
作
業

人通りの多いところは，特に念入りに。

通学路もよく見て回収。

肝付川沿いの草むらをみんなで点検。

「かごしまの教育」県民週間

鹿屋高等学校の取組

この週間は，保護者や地域の方々に県内の

全学校を公開して，教育への理解を深めてい

ただくことを目的としています。各行事の案

内は事前に配布しますので，多数の方々が来

校してくださいますようお願いします。

１０/３０（金） 学年･学級ＰＴＡ
（ ）１・２年

１１/ ４（水） 芸術鑑賞会
１１/ ５（木） 授業参観
１１/ ６（金） 三星塾
１１/１０（火） 教育講演会

十
月
九
日
（
金
）
中
間
考
査
最
終
日
の
午

後
、
二
年
生
全
員
に
よ
る
奉
仕
作
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
鹿
屋
市
の
繁
華
街
や
寿
方
面
の

通
学
路
を
中
心
に
、
ご
み
拾
い
を
実
施
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
ご
み
と
と

も
に
、
前
々
日
の
台
風
一
八
号
に
よ
る
も
の

ま
で
拾
い
、
ご
み
袋
約
二
〇
袋
も
の
量
を
回

収
し
、
分
別
処
理
し
ま
し
た
。

三
星
塾
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

本
校
で
は
、
卒
業
生
を
全
二
十
四
学
級
に
一
人
ず
つ

お
呼
び
し
て
、
先
輩
方
の
も
の
の
見
方
や
生
き
方
、
母

校
へ
の
誇
り
と
地
域
へ
の
理
解
、
人
生
を
切
り
開
く
姿

勢
を
学
ぶ
行
事
「
三
星
塾
」
を
十
一
月
六
日
（
金
）
に

実
施
し
ま
す
。
こ
の
行
事
は
、
創
立
八
十
周
年
の
時
か

ら
始
ま
っ
て
お
り
、
三
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
は
、
普
段
は
気
に
せ
ず
に
通
っ
て

、

、

い
る
道
路
に
も

ご
み
が
多
い
こ
と
に
気
付
き

「
捨
て
な
い
こ
と
」
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た

よ
う
で
し
た
。

本
校
の
奉
仕
作
業
は
、
三
年
生
は
一
学
期
に

終
了
し
、
一
年
生
は
二
学
期
期
末
考
査
最
終
日

の
十
二
月
二
日
（
水
）
に
実
施
予
定
で
す
。

今
後
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。



毎
月
発
行
す
る
こ
の
「
三
星
の
風
」
は
、

鹿
屋
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.edu.pref.kagoshim

a.jp/sh/K
anoya/

「

」

。

鹿
屋
高
等
学
校

で
も
検
索
で
き
ま
す

うれしいニュース・最新版③

１０月１８日

本校の男子テニス部が，第 回県高校40
新人テニス大会において，優秀な成績を
獲得しました。

男 子 団 体 第３位
男子ダブルス 準優勝

［２年 （細山田中出身）脇門雅功 ］
［２年 （細山田中出身）中尾 望 ］

男子シングルス 第３位
［２年 （細山田中出身）脇門雅功 ］

第６２回文化祭の開催

９月１８日（金）～１９日（土）に第６２回文化祭が開
催されました。本年度は，体育祭延期の影響もあり，実質
的な準備作業が短期間となりましたが，部活動や学級等の
各分野が頑張り立派に仕上げました。特に，文化祭実行委
員会のメンバーは休日返上で努力しました。また，ステー
ジ部門では，インフルエンザ対策によって照明を使用しな
いで開催しましたが，楽しく鑑賞できたように思います。
各部門の審査結果は，次のとおりです。
○展示部門

最優秀賞 １年４組 プラネタリウム
優 秀 賞 １年２組 参加型アトラクション

○ステージ部門
最優秀賞 ２年３組 「スリラー」ほか
優 秀 賞 ２年４組 ６０年代へのタイムスリップ

○弁論部門
最優秀賞 立山博基［１年 （高隈中出身）］

「アニメを楽しもう」

ステージ発表での盛り上がり。
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自
転
車
・
単
車
は
ダ
ブ
ル
ロ
ッ
ク
を

盗
難
防
止
の
た
め
に
必
ず
施
錠
す
る
習
慣
を

身
に
付
け
よ
う
。
荷
台
や
前
か
ご
に
は
カ
バ
ン

や
バ
ッ
グ
等
を
置
き
っ
放
し
に
し
な
い
こ
と
。

うれしいニュース・最新版②

１０月１１日

全九州高等学校選手権水泳競技
大会において，水泳部から九州チ
ャンピオンが生まれました。

［２年］瀬田川愛実
（ ）鹿屋東中出身

２００ｍ背泳 優勝
１００ｍ背泳 準優勝

センター試験へチャレンジ
第６２期生出願式

１０月２日（金 ，３年生（第６２期生）のセンター試験の）

成功と大学受験の合格を期して出願式が開催されました。出願

式では，校長や学年主任のあいさつの後，学級代表による達磨

への目入れ，生徒代表決意表明，職員からの激励，合格へのエ

ールが行われました。本年度のセンター試験受験者は２９６人

です 「②奮い立て！ ⑨苦難乗り越え ⑥結ぶ夢」。

祈願しつつ，

だるまに目入れ。

生徒代表による

決意表明

インフルエンザの予防対策を
徹底しよう。

生徒の皆さんは，次の予防策を必ず
実行しましょう。

・ 入念な手洗い（石けん使用）
・ うがい（複数回）
・ マスク着用
・ せきエチケット
・ 教室等の換気
・ 体調管理，体力維持
・ 規則正しい生活リズム

う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
・
最
新
版
①

九
月
二
七
日

本
校
書
道
部
が
、
鹿
屋
市
書
道
展
に
お
い
て

多
数
の
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

市
議
長
賞

［

］

上
原
清
花

二
年

（
田
崎
中
出
身
）

市
Ｐ
連
賞

［

］

宇
野
も
も
こ

二
年

（
第
一
佐
多
中
出
身
）

そ
の
他
、
文
化
協
会
賞
・
南
九
州
新
聞
社
賞
・、

大
隅
書
道
協
会
賞
・
小
倉
博
文
堂
賞
を
各
二
人
が

南
日
本
新
聞
社
賞
を
一
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

振
り
込
め
詐
欺
を
撲
滅
し
よ
う
！

有
料
サ
イ
ト

突
然
請
求

無
視
し
て
相
談

「融
資
し
ま
す
そ
の
前
に
金
送
れ
」は
振
り
込
め
詐
欺


